
第
二
章

義
教
期
の
訴
訟
制
度

第
一
節

政
所
の
構
成
と
特
色

鎌
倉
時
代
後
期
に
お
け
る
政
所
は
、
将
軍
家
の
家
宰
機
関
で
あ
る
と
共
に
雑
務
沙
汰
取
扱
機
関
で
も
あ
っ
た
。
室
町
幕
府
の
政
所
も

前
時
代
の
制
度
を
と
り
入
れ
設
置
さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る（
１
）。

『
武
政
軌
範
』
政
所
沙
汰
篇
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
そ
の
管
轄
事
項
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
条
目
事

利
銭

出
挙

替
銭

替
米

年
経
地

本
物
返

質
券
地

諸
質
物

諸
借
物

諸
預
物

諸
放
券

沽
却
田
畠

勾
引
人

如
此
等
事
也
、
以
往
者
、
京
都
鎌
倉
雑
務
公
事
、
凡
将
軍
家
御
家
務
条
々
、
皆
以
於
問
注
所
政
所
、
有
其
沙
汰
、
近
代
者
、
一

向
為
当
所
沙
汰
之
、
依
之

諸
国
料
所
年
貢
、
土
蔵
酒
屋
以
下
諸
商
売
公
役
等
、
悉
為
政
所
之
沙
汰
者
也
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こ
の
条
目
に
よ
れ
ば
、
政
所
は
、
諸
国
料
所
年
貢
、
土
蔵
酒
屋
以
下
諸
商
売
公
役
等
、
将
軍
家
及
び
幕
府
の
経
済
的
基
盤
を
管
轄
す

る
機
関
で
あ
る
と
共
に
、
利
銭
・
出
挙
・
替
銭
・
質
券
地
等
々
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
雑
務
沙
汰
を
管
轄
す
る
裁
判
機
関
で

も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
室
町
幕
府
法
」
追
加
法
二
九
三
〜
三
〇
二
（
文
明
十
八
年
十
二
月
制
定
）（
２
）
に
は
、
政
所
方
沙
汰
條
目
と
し
て
十
項
目
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
政
所
の
管
轄
事
項
と
し
て
、「
永
代
買
得
地
事
、
年
紀
沽
却
地
事
、
本
物
返
地
同
家
事
、
質
券
地
事
、
諸
質
物
事
、

諸
借
物
并
預
物
事
、
諸
土
蔵
諸
役
事
、
酒
同
�
役
并
諸
商
売
事
、
所
領
代
官
職
事
附
年
貢
算
用
事
、
人
倫
売
買
事
」
と
あ
る
。

こ
の
機
関
は
、
執
事
・
執
事
代
・
寄
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
幕
府
成
立
後
の
約
四
十
年
間
は
、
二
階
堂
氏
が
執
事
の
任
に
多
く

あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
時
代
の
制
度
（
鎌
倉
幕
府
政
所
に
お
い
て
は
世
襲
的
に
二
階
堂
氏
が
そ
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
）
を
引
継
い
で
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
る
。
他
に
、
長
井
・
粟
野
原
・
佐
々
木
氏
等
の
名
が
見
え
る
が
、
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）、
斯
波
義
将
が
管
領
に
就
任
し

た
時
、
伊
勢
貞
継
（
照
禅
）（
３
）
が
政
所
執
事
に
任
じ
ら
れ
て
以
来
、
二
階
堂
忠
行
が
一
時
そ
の
任
に
あ
っ
た
他
は
、
伊
勢
氏
が
代
々
世

襲
し
て
い
る
（
系
図
Ⅰ
参
照
）。

政
所
の
政
務
は
将
軍
の
近
く
に
仕
え
る
重
要
な
機
関
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
義
教
以
前
の
実
状
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
。
但
し
、
家
宰
的
な
様
相
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
散
見
で
き
る
。
政
所
内
で
実
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
裁
判
記
録
等
（
例
え

ば
『
政
所
内
談
記
録
』、『
賦
草
案
之
引
付
』、『
披
露
条
々
事
』
等
、
現
在
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
室
町
中
期
・
後
期
の
も
の
）
も
当
然

存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
室
町
前
期
の
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

政
所
執
事
代
は
「
代
于
執
事
、
令
執
行
公
事
」
と
『
武
政
軌
範
』
に
あ
り
、
寄
人
の
筆
頭
を
務
め
、
執
事
の
代
理
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
単
に
代
理
と
言
う
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
重
要
な
役
割
が
あ
っ
た
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
二
節
で
後
述
）。
寄
人
は
政
所
の
職

員
で
あ
る
。
約
一
四
、
五
名
〜
二
〇
名
内
外
が
定
員
と
さ
れ
る
。
寄
人
の
新
任
に
は
、
寄
人
補
任
状
と
も
い
う
べ
き
奉
書（
４
）が
発
給

さ
れ
そ
の
任
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。

政
所
代
の
蜷
川
氏
は
、
執
事
伊
勢
氏
の
被
官
（
家
宰
）
で
あ
る
。
制
度
的
に
は
政
所
の
本
来
的
な
構
成
員
で
は
な
い
が
、
執
事
の
代
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官
と
し
て
顕
著
な
活
動
が
見
え
る
。
政
所
代
を
家
の
職
と
し
て
世
襲
し
、『
蜷
川
家
文
書
』
そ
の
他
、
政
所
関
係
の
史
料
を
伝
存
し
て

い
る
。
こ
の
他
に
特
色
と
し
て
蜷
川
家
の
女
性
の
役
割
が
あ
げ
ら
れ
る
。
伊
勢
貞
行
母
、
貞
国
室
、
さ
ら
に
普
広
院
殿
御
母
に
祗
候
し

た
尼
浄
信
な
ど
、
蜷
川
家
の
女
性
が
家
に
果
た
し
た
役
割
が
看
取
さ
れ
る
（
註
４
の
系
図
Ⅱ
参
照
）。

伊
勢
氏
は
、
寄
人
と
は
異
な
り
、
代
々
将
軍
家
の
養
育
係
を
務
め
た
家
と
さ
れ
る
。
伊
勢
貞
継
が
幕
府
内
で
確
固
た
る
地
位
を
築
く

き
っ
か
け
を
掴
ん
だ
の
は
、
義
満
を
自
邸
で
養
育
し
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
中
世
に
お
け
る
養
育
係
の
重
要
度
を

示
す
一
例
に
な
る
。
伊
勢
氏
子
孫
が
記
し
た
と
さ
れ
る
『
御
代
々
将
軍
家
御
父
仁
当
方
参
勤
次
第
』（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
に
よ
る
と
、

鹿
苑
院
殿
は
昭
禅
入
道
（
貞
継
）
亭
の
春
日
東
洞
院
屋
形
で
誕
生
し
、
十
三
歳
ま
で
養
育
さ
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
義
満
母
（
紀
良

子
）
は
将
軍
義
詮
近
習
の
屋
形
で
御
産
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る（
５
）。

永
享
年
間
以
後
、
義
政
が
伊
勢
貞
親
邸
で
、
義
尚
が
貞
宗
邸
で
養
育
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
満
済
の
日
記
に
は
伊

勢
氏
に
よ
る
将
軍
家
子
女
の
養
育
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。『
御
産
所
日
記
』
に
も
伊
勢
亭
が
義
教
子
女
の
御
産
所
に
な
っ
た
と
い

う
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。
伊
勢
貞
継
が
足
利
貞
氏
の
烏
帽
子
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
尊
氏
の
養
育
を
任
さ
れ
た
の
が
は
じ
め
と
さ
れ
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る
が
、
伊
勢
氏
は
元
来
足
利
氏
の
近
臣
で
あ
っ
た
。
足
利
氏
と
伊
勢
氏
の
主
従
関
係
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
前
述
し
た

ご
と
く
、
政
所
代
を
世
襲
し
た
蜷
川
氏
も
ま
た
、
伊
勢
氏
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
家
系
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
親
元
日
記
』（
６
）
か
ら
、
将

軍
家
と
蜷
川
氏
の
関
係
も
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
の
日
記
に
よ
る
と
、
蜷
川
氏
は
政
所
代
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
将
軍
家
御
物
奉

行
、
進
物
奉
行
を
務
め
る
家
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
将
軍
家
・
伊
勢
一
族
・
蜷
川
一
族
と
い

う
家
宰
を
通
じ
た
三
者
の
繋
が
り
が
見
え
て
く
る
。

蜷
川
氏
の
幕
府
に
お
け
る
公
的
な
職
務
の
中
で
、
最
も
重
要
な
役
割
は
、
政
所
へ
提
起
さ
れ
る
訴
訟
申
請
の
受
付
（
窓
口
）
に
な
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
役
割
は
、
単
に
執
事
の
補
佐
と
だ
け
で
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
、
重
要
な
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
賦
引
付
（
申
請
書
の
控
）
や
、
御
判
引
付
（
判
決
書
の
控
）、
そ
の
他
の
文
書
群
を
家
職
と
し
て
保
管
し
続
け
、

今
日
に
伝
え
た
家
系
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
政
所
に
お
け
る
一
般
的
業
務
は
ど
の
よ
う
に
遂
行
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
政
所
内
評
議
の
場
（
意
志
決
定
の
場
）

に
は
、
内
評
定
と
内
談
が
あ
っ
た
。
先
引
の
『
武
政
軌
範
』
政
所
沙
汰
篇
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。「
被
模
御
前
評
定
、
是
故
号

内
評
定
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
評
定
は
政
所
内
最
高
の
意
志
決
定
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
早
く
か
ら
儀
式
化
し
、
毎
年

一
月
二
十
六
日
が
恒
例
の
内
評
定
始
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
儀
式
化
は
先
引
の
『
武
政
軌
範
』
で
は
「
内
評
定
儀
式
事
」
と
し
て
応
永

十
一
年
（
一
四
〇
四
）
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
内
評
定
の
儀
式
化
に
よ
り
、
政
所
内
の
実
務
は
内
談
で
執
行
さ
れ
、
そ
の
出
席
者

は
内
評
定
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る（
７
）。
故
に
政
所
の
意
志
は
内
談
で
決
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
内
談
は
本
来
的
に
は
執
事
の
主

宰
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
期
以
降
は
執
事
代
と
の
関
係
も
念
頭
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

室
町
幕
府
の
政
治
を
考
え
る
う
え
で
、
政
所
に
つ
い
て
の
検
討
は
不
可
欠
と
思
え
る
が
、
経
済
面
や
訴
訟
活
動
に
つ
い
て
は
、
次
節

に
譲
り
た
い
。
ま
た
、
室
町
幕
府
の
問
注
所
は
、
文
書
記
録
を
保
管
す
る
機
関
へ
と
変
化
し
、
元
の
機
能
は
政
所
に
吸
収
さ
れ
て
い
る

点
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
政
所
で
審
議
さ
れ
た
訴
訟
の
控
と
し
て
、『
政
所
賦
銘
引
付
』（
８
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
中
に
は
、
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多
数
の
金
銭
の
貸
借
関
係
（
借
銭
・
本
利
未
済
・
入
質
・
永
代
買
得
等
）
の
訴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
代
官
職
背
請

文
・
荷
物
掠
奪
・
土
地
相
論
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
来
的
に
は
、
各
々
の
引
付
方
や
侍
所
が
取
り
扱
う

も
の
で
あ
る
。
政
所
沙
汰
の
中
に
混
入
し
て
き
て
い
る
と
も
と
れ
る
が
、
こ
の
混
入
と
も
と
れ
る
実
状
こ
そ
が
、
義
教
の
頃
の
御
前
沙

汰
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
政
所
が
他
の
諸
機
関
の
機
能
を
吸
収
し
て
い
く
と
い
う

歴
史
的
経
過
や
、『
御
前
落
居
奉
書
』
に
見
ら
れ
る
裁
許
内
容
の
多
様
性
に
何
か
一
筋
の
関
連
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い

が
浮
か
ぶ
か
ら
で
あ
る
。

次
節
で
は
桑
山
浩
然
の
研
究
成
果
を
ベ
ー
ス
に
、
義
教
期
の
政
所
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
か
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

第
二
節

政
所
執
事
代
の
役
割

１

経
済
的
側
面
を
考
え
る

室
町
幕
府
政
所
の
財
政
機
構
に
つ
い
て
は
、
桑
山
浩
然
に
よ
る
多
く
の
研
究
成
果
が
定
説
化
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
政
所
に
お
け
る

執
事
代
の
役
割
に
注
目
し
、
政
所
の
業
務
を
二
つ
の
大
き
な
職
種
に
分
け
て
捉
え
て
い
る
。
即
ち
、「
執
事
―
政
所
代
」
の
流
れ
と

「
執
事
代
―
寄
人
」
の
流
れ
と
を
二
つ
の
ラ
イ
ン
と
し
て
捉
え
論
を
展
開
し
て
い
る（
９
）。

桑
山
は
、
執
事
代
の
役
割
を
大
き
く
評
価
し
、
財
政
面
と
、
訴
訟
面
と
の
二
つ
の
側
面
か
ら
論
じ
て
い
る
。

私
は
室
町
幕
府
政
府
機
関
の
政
所
に
お
い
て
処
理
さ
れ
る
事
柄
が
、
鎌
倉
幕
府
時
代
の
政
所
に
比
べ
て
仕
事
の
内
容
が
多
様
化
し
て

い
る
と
感
じ
た
。
そ
の
変
化
に
注
目
し
た
い
。

ま
ず
、
幕
府
の
職
制
か
ら
言
え
ば
、
執
事
代
は
執
事
の
代
理
で
あ
る
。『
武
政
軌
範
』
執
事
代
条
に
「
当
所
者
止
開
闔
号
、
称
執
事

代
、
是
則
代
于
執
事
令
執
行
公
事
之
故
也
、
仍
為
規
模
職
、
或
評
定
衆
引
付
衆
、
或
右
筆
宿
老
中
、
撰
器
量
仁
被
補
之
哉
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
少
々
気
に
な
る
文
言
「
当
所
者
止
開
闔
号
、
称
執
事
代
」
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
と
考
え
、「
開
闔
」
の
言
葉
の
意
味
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